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のは、道路橋示方書では設計基準強度は50 0 k g f/ cnr(4 9.0 M P a)3)、コンクリート
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が国最初の PC長大橋嵐山橋 1) (中央支間51rn )が施工されて以来、 PC橋のス
パンの適用範囲は飛躍的に増大した。PC橋は、コンクリート構造としての材
料特性やスパンを長大化できる構造特性などから、環境条件によく適合し、現













可能な構造形式、架設工法の適否が判断される 2)。 また、図-2.l. 1に示すよう
に、構造形式および架設工法から適用支問の範囲がほぼ定まる 。 また、桁高な































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の長大化を目的として研究が始められた 。 1973年に、第二綾羅木川橋梁 ~)で設
計基準強度60 0 k g f/ cr(5 8. 8 M P a )のコンクリートを用いた l桁橋が施工された。












るものは、昭和53年の pC標準示方書 (土木学会)で は設計基準強度 600kg f / cnf
(58.8MPa)、また、道路橋示方書では50 0 k g f/ crI 0) (4 9. 0 M P a )、 コンクリート標準
示方書では60 0 k g f/ crI 1) (5 8. 8 M P a )までである。高強度コンクリー卜関係の指
針では、昭和55年の土木学会の高強度コンクリート設計施工指針(案)I 2)、昭
和58年セメント協会の高強度コンクリー卜を用いた構造物の設計施工要領(案)
1 3) 海外の ものでは、 ACIのState-by-theArt Report on High Strength Con-
crete(1984年)1 <1 )、 CEB-FIPMODEL CODE 199015)などがある が、いずれも圧縮
強度としては60 0 (5 8. 8 M P a )'"-'8 0 0 k g f /cnf (7 8. 5 M P a )程度を対象としている。勿論、
それ以降の研究の成果として10 0 0 k gf /cr(9 8. 1 M P a )以上の超高強度のコンクリ
ートが製造可能にな って いる 。しかし 、これまでの高強度コンクリー卜の応用
2.50 
一叫di橋 向志| 
一一一コンクリ ートアーチ{ ~ ~ -/ ー J 



































I I ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ I I ¥ ¥ I I ¥ I ¥ I ¥ I I ¥ ¥ I 
20 30 40 50 60 70 80 90100110120130140150160170180190200210220230240 
支間(m)































普通強度と高強度コンクリー卜の応力一ひずみの関係2. 2. 1 図











して断面の効率化を図るうえで自由度が制限される 。厚を縮IJ高強度コンクリート設計施また、(34.3 x 103MPa) 対して3.5X l05kgf/cn[ 11) 
普通コンクリートと比べ、⑤高強度コンクリートの製造や施工の現状では、までの強度に工指針(案)1 2 )では600kgf/cnr (58. 8MPa)以上80 0 k g f / cnf(78. 4 M P a ) 
品質管理が重製造時の品質のバラツキや運搬時のスランプロスが大きいため、対しては4.5 x 1 0 5k g f / cnf(4 4. 1 x 1 0 3 M P a )の一定値としている 。
高強度化によって部材断面の縮小は使用鋼材量の増加を意味また、要である 。部材を縮小しでも同等の耐力を保証することこのことは高強度化によって、
高粘性である高強度コンクリートは打設や締固めに労力を要するこするので、1 )が大きくならないため変形や振動の点から PC橋その剛性 (Eはできるが、
ととなる 。では問題となる 。
以上のような高高強度化によって PC橋の構造性能を向上させるためには、図 -2. 2. 1 17)に示すように②高強度コンクリートの応力一ひずみの関係は
それを活用できるような構造でなけれ強度コンクリー卜の特性を十分考慮し、応力とひずみが比例関すなわち普通コンクリートのそれとはかなり異なる。
ばならない。じ最大応力を超えると応力の低下の度合が大きく、係にある部分は大きいが、







1973年から 1984年にかけて 10橋の施工事例がある 。









5 5 0 k gf /cnr(5 3. 9 M P a)--8 0 0 k gf /cnf(7 8. 5 M P a )である。
以下、いくつかの事例で高強度コンクリートを用いた効果を述べる。











設計基準強度40 0 kg f / cnr(3 9. 2 M P a)の桁では l本当たりの重量が約170tとなる 。











用された門 スパンは25--26 m位の小規模な橋梁である 。連続 T桁合成の連続橋
であるため、桁高はスパン比で1/27と極端に縮小でき、従来タイプの橋の桁高












矯 梁 名 If~ 式 胞工if
(01) (kgf/c皿')
' 
第二緩n木川|矯梁 49 単純PC 1 t行 成)() 1973 
単純PC ヨニ情 :8∞、 絡点、 8ω 
岩鼻架道縞 45 1973 下'2~ワーレントラス (床版 :5∞)
単純PC 主情 8∞、格点佼削
大田名部矯梁 24 1973 
上路ハウストラス (床版 3∞)
ト一一一
45x6 単純PC 主情 8∞、他点.倒}安家川 f~ 梁 1975 I 
寸27xl 上路ハウストラス (瓜L版 '4∞)
一茂市川僑 15.8 単純PC TI行 8∞ 1975 
高畑架道縫 4l. 2 単純PC 1 桁 550 1978 
点北縦鎚道架道t4 49.2 単純PC箱桁 550 1978 
子安架道縫 4 単純PC下jol行 5ω 1979 
第 二武 蔵野線 25.0+25.3 4径間連続
600 19&1 
線 E百 福 +26.8+幻 6 PC T桁
歯止聞大崎(迫21焔) 48 1jl純rc Tlii 600 197Q 
②岐関大橋 B)
本橋は、わが国最初の高強度コンクリートを用いた PC道路橋(荷重TL 20) 
である 。岐阜県長良川を渡る 一等橋で 、スパン48m、 7径間の T形断面の単純
橋である 。図 -2.2.3に示すように、設計基準強度40 0 k g f/ crf(3 9. 2 M P a )のコン




5@1，900 = 9，500 
巴旦815 回旦
vck = 400kgf / cm2 Út~ = 600kgf I cm2 
(1) 主桁断面図 (2) 主桁断面比較表
図 -2. 2. 3岐関大橋
500 
図 -2.2.2綾羅木川橋梁





















































_...:;;:=二二ごー τ -~ 
1 9.000 
凶 -L. L. 4岩鼻架道橋
(d)わく組の吊り上げ(ι)わく組の引き起こし②安家川橋梁 7) 
図 -2.2.6安家川トラス主構の架設方法KS -16)であ久滋線が岩手県安家川を渡るところの PC鉄道橋(待 -本橋は、
ウトラス橋であスパン45mが6連と 27mが一連の単純上路ノ橋長は305m、る。
従来の構造を軽量化するうえでの問題点2. 3 軽量化のために800kgf/Cnf(78. 4MPa)の晶岩鼻架道橋と同様に、る(図-2.2. 5)。
2. 3. 1従来の構造および構造形式斜材はプレキャスト垂直材、上弦材、下弦材強度コンクリー卜が用いられ、





















桁橋は pC橋の中でも最も 一般的な形式で、種 々の構造形式や構造が考えら
れ、その適用支聞の範囲も広い。最近になって箱桁構造の自重を軽減するため
にいろいろな工夫がなされている 。 ウェブ部材を持量化するためにウェブを鋼
板(図 -2.3.1)あるいは波形鋼板(図 -2. 3. 2)に置き換え て合成構造にしたもの
や通常ウェブ内に配置する PC鋼材を部材の外側に配置する、いわゆ る、 外ケ
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縮を図 った例もある(図 -2. 4. 5参照)。プレキャストセグメント工法では、現
場作業の単純化および同一作業所内での繰り返し作業となることから集中管理
























表-2. 3. 2圏内の PCトラス橋比較表
鉄筋コンクリート構造でトラスを構築する試みは、すでに1920年代後半頃か
ら行われていたが、 PC卜ラス橋としては1959年のZazaJl1橋が初めてである o
P Cトラス橋の施工実績を表 -2. 3. 11 G)に示すが、全体の施工実績は少なく、
国内の実績として高強度コンクリートの利用研究の一環として鉄道橋に採用さ
れた 3橋と他一橋の計 4橋のみである 。
表 -2. 3. 1 P Cトラス橋実績表
橋 名 国名 支間長m施工年 橋種 構造形式 架 設 工 法
太田名部架道橋 岩手県 24.0 1972 鎚構 上路単純ノ、ゥ プレキャスト.支保工架説床版(場所打ち〕
岩鼻架道橋 広島県 45.0 1972 " 下路単純ワー レン 1/ 
安家川梅幸 岩手県 45.0 1974 1/ 上路単純ノ、ゥ 1/ 
横木沢橋梁 岩手県 36.0 1976 1/ 下商単純ワー レン 片持ち張出し施工下弦材，耐榎 (場所打ち)
Zaza川橋 キューパ 91. 5 l部9 道路橋 上路ゲルJ-¥ーハウ フ.レキャスト，上弦材(場所打ち)， クレーン
地ngfall橋 西ドイツ 108.0 1960 1/ 上下高連続ワー レン 二層構造，場所打ち張出し
Volga楕 ソ連 166.0 1966 11 上路連続ワ レーン プレキャスト，アー チトラス
Don河橋 ソ連 86.0 1967 1/ 上路 ワーレン フ.レキ十スト， クレーン船
Rip橋 オ-).トうリ了 183.0 1974 11 上路 ゲM~17， 卜 フ.レキャスト，アーチトラス， クレーン架設
ノ〈ージェンカ河橋 ソ連 66.0 19花 11 下路単純ワー レン フ.レキャスト，仮支位クレー ン
Bubiyan橋 クェート 日.8 1981 11 上路連続ワー レン フ.レキャスト，アウトケーブル
Arbois橋 フランス 40.4 1984 11 上路連続ワー レン 銅製斜材，アウトケー ブル












構 造 使用コンクリー 卜，材料数
コンクソー ト設計基準強度
主構 :800kgf/cnf 




場所打ち 25. 3 
床版:プレキャスト材 60. 0 


























主構:400 kgf /cnf 
格点:400 kgf /cnf 
床版:400 kgf Icnf 
コンクリー ト数量(rf) u材.制上附(1レキ+スト) 100.4 
上括主，上鮒目地(場所r;) 31.4 
下~U.n点下陣脈監(プレ行スト)236.7 
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格点:600 kgf /cnf 































プラットかハウ卜ラスが多い(図 -2.3.6参照)。 ま ⑥ダブルワー レントラス
PCトラス橋の架設をこれまでの実績でみると、固定支保工および移動支保
工、片持張出しなどの架設工法が採用されている 。Mangfall橋以外は全てプレ
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文1-2. 3. 9に示す国内での実績例で次に pcトラス橋の架設法を図 -2.3.8、

























































































に比べて架設時に多量の仮設材が必要になることである 。 したが って、施工の
省力化から軽量化できる部材を組み合わせたトラスのアーチ構造とすることな






























ンクリー卜で補剛した形式である 。 図ー 2.3. 17に実例 20 )を示す。たわみ制限を
うける鉄道橋の例で、斜材に PC部材を用いることで剛性を高めている 。
5o 700 45，650 85，000 45，650 70050 
17，093 16，000 1口571315711仏000 26，486 16，000，13，25713，257 1ω00 





























方式の概念を導入したたもので、図 -2. 3. 19にこの構造の概念を他の構造形式
との比較 20 )で示す。ケーブルの応力変動が斜張橋に比べて小さいので疲労の問
1.7/ ~ アノカ二~ グランドアンカー
f=25，000 n=10本
5@21.60 = 108.00 
吊床板プレストレスの解放
吊床版




5)卜ラフ PC橋 2() ) 低い角度で張ったケーケーブルの引張力を有効に利用できる 。題が少くなく、
箱桁のウ ェブこの構造は、柱に作用する軸力は小さく柱の高さも低くできる 。ブルは補助的に用いるため、
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= O . 4 0~ O . 45 f • 
最大 PC鋼材応力 =O.65f.
トラフ PC橋断面図CRhone橋)図 -2. 3. 22 様の概念によるものである 。
支計画高と桁下空間からの制約などから、最近の実例を図 -2. 3. 22に示す。






↓{t ト一一一一一 。 。qk。
間140m以上で桁高2.5m以下という厳しい設計条件が与えられた 。
化するうえでの問題点










平均部材厚 Cm3/m2)を図 -2. 
コンクリートの3. 23に示す。ドーズド橋 〈小田原中橋 〉
? ???
































図 -2.3.21に実例 20 )を示す。
背鰭壁
および pC鋼材を順次追加されながら張
180 160 140 































ウエブ : 30-40% 
下スラ j : 20-25% 
力か低下する 。これ又 |坊 〈ぺ ， 1 - 、結 史 的に桁 高 や部材厚の拡大か 必't~とな る
高強咳コンクリートの利用 か腕 lの省力化にはつなが っても、軽量化や使用材
料の終済性は損なわれる 円
一 方 、高強度コンクリートを用いた箱桁橋の施工では、品質確保の点から部
材を プ レキャストイヒすることになる 。従来の箱桁橋をプレキャストセグメント
工法ア架設する場合、名セグメントは箱桁を橋軸直角方向で分割するか、セグ
メントの長さは幅ロ 10n1の橋では2.5~3. 5m程度で、 ーセグメントの重量は、








要性から縮小化には限界がある 。桁高は T桁橋 (2.2. 2参照)の実績例から見て
も 10~15%程度の低減が可能である 。桁自重は断面の要素重量の比率とウェブ
の多少の縮小を考慮に入れると 5'"-' 10%程度の軽減は期待できる 。 しかし、こ
れは断面剛性 (E1 )の 60~70%の低下をまねき、このため桁のたわみが大きく
なり、たわみ制限(道路橋 p_/600，鉄道橋 p_/2000)から断面の縮小は制限され
る。 また、高強度コンクリートのじん性が小さい特性から終局耐力にも問題が










総合儲j宣という用 語の育阪は必ずしも統ーがとれてはいない。 1987年 1月に
刊行の 「鋼構造物設計指針 PART-B特定構造物ガイドライン J (土木学会)によ
れは・‘ 合成構造と梶合繊j告と亮含めた総称として使われている 。すなわち、合
成構 i告 は部材断商か蜘とコ ~ クリートのように異種材料の組合せによ っ て構成
されるもので、鋼とコ ンケ 1)ートがそれぞれの曲げ剛性をもち、これ らが《成
され一体として抵祈するものである 。混合構造は鋼部材とコンクリー卜部材を
組み 《せた構造シス テムで、断面内での合成ではなく構造形式としてに合成構
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以下、いくつ かの合成構造につ いて述べる c






コンクリ ート箱桁断面の ウェブを平鋼板で置 j唄えた矯造℃あり 、鋼橋の場 A
と同様 に、鋼ウェブはスティンナーによって補同IiZ~ 41ている(図-2.3.1参照)。
断自には、コンクリート 床板 ι 鋼ウムブの結合子完全むもの什す るため、鋼ウ
エブの上下鮪にはフランシおよひジベルが付いている ョ PC鋼材は箱桁断面内
に外ケーブルで配置されゾレストレ スが導入ざれる
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Cognac橋 22) (図 -2.3.31)は全長106.75mの最大支間41mの 3径間連続桁橋、
箱桁構造の自重と比べて28%の低減となっている 。PC鋼材はSalbris橋と同
様に外ケーブルとして箱桁内に配置されている 。
Maupre橋 22) (図 -2.3.32)は全長 324.45m、最大支間53.55mの 7径関連続
桁橋で、鋼製波形ウェブを用いた三角形状箱断面構造を採用している 。下床版
に相当する部材は肉厚20mm、径610mmの鋼管であって、コンクリー卜が充填さ
れている 。架設は押出し工法によって行われた。 この橋は通常の PC橋に比べ
36%の自重低減を可能にした例である 。
される か、 前述したような外 ケーブルと して
さら に、 この構造では図-2. 3. 29に示す ウェフ小コンケ 1)ート 下床版の位
関係にゥいて 問題がある 。 いすれも防錆 な どの構造仁の 借患や 架設中の施工性
に影響す る。 この構造では押出し架設 とな ることか多いか、 |支1-2. 3. =10のよう
な押 8 ~ L中に集中反力の鋼 ウェブへの伝達に 問訟 を生じる n fイ) はウェブの左
右で剛度か違 うことによる 不均一な反力分布か、 (I )は佼 /J1乍用と ウ L ブが一
致 して ldhないことによる下床版の曲けが生 じλ結 実井なる 。 らに(ハ)、(二) が
提案 され ているが、このことはス パ ンが長大化し、高強度 コンクリート の有効
利用を考えるとき、構造上の補強法や胞工件が問穎となぶことを示してい る。
(イ1 ir;宅笠位置 (ロ〉 橋艶 万 河ステ _，'Jサ一〈イノ
hJZ 
， / Jf- 止1R (-口) 1 
除夜:J -bzi 






ウエフf仇51 ιア~ -.~ 区ヰ=
10.75 
5.00 
文1-2. 3. 29下77げ と下床版の位置関係 Iヌl 1. ，) 0押出し架設時の反力
笠間部
?
























主桁と横桁は鋼製、床版には設計基準強度560 k g f /cn(54. 9 M P a )のプレキャスト機造機能を向上させるために部材の補強などがスパンの長大化にともなって、








歩道橋が一橋あるのみである 。においてこのタイプの斜張橋は、このは概要のみを述べる 。試験施工例としてArbois橋 22) C図-2.3. 34)がある 。
最大支問274mの 2径間米国のEastHuntington橋 25) C図-2.3.11参照)は主桁はRCの上下の床版を橋は橋長100m、最大支間40.4mの3径間連続橋で、












トラット(図 -2.3.5.図-2.3.12参照)が設置されている 。4.50 
鋼部材と RCあるいは pC部材を接合して一鋼・コンクリート混合構造は





主桁の側径聞を PCにして中央径聞を鋼桁とした形式などがある 。いた形式、近年、特に斜張橋の長大p C斜張橋のこれまでの実績は大小70橋を超える 。
これらの構造においては、鋼とコンクリートとの自重の相違により作用断面力桁を Aコンクリート橋の経済性に対抗すべく考案されたのが化にともない、
軸圧縮力を受ける部材に RCを採用することで合理的構造をを有利にしたり、このタイプの斜張橋は北米においての実施が相次成構造とした斜張橋である 。










対しては対傾構を設ける必要も生じる 。 したがって、 トラス全体の自重は増加
することとなる 。 このことは表-2.3.2に示す園内の実績からみても明らかであ





































1 情断勾配 i i 慣断勾配 l 





















図 -2. 3. 35複合斜張橋(生口橋)
(3) P Cトラス構造
過去に施工された PC橋では、













































上下の床版にプレストレスを導入した時、プラットトラスでは図 -2. 3. 41の上
図のようにせん断力を受けた時と同じ変形か生じる。ワーレントラスでは|文・ -
2. 3. 41の下図のように変形累加の影響はなし 1。 したがって、プラットトラスで
は斜材の圧縮力の影響が累加されるが、ワーレントラスでは格点で打ち消され
る。 フランスで施工されたBubiyan1!Jl(図-2.3.7参照)やSylansとGlacieres



















E. Freyssinetは、パリの東方 50kmのMarne)lfに架ける Lugancy橋 29 )で、初めて
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わが国でも 1966年に首都高速道路の目黒高架橋 ~ 1 )で初めてプレキ ャスト セ
グメン ト工法による片持架設工法が採用された 1970年には最大支間86mの神
島大橋が建設され、これまでに25橋程度 32 }の実績がある 円 また、これらのよ
うな大規模な橋梁以外でも、例えば.、 T桁橋σ1主桁 をいくつかのプ レキャスト
ブロックに分割して工場で製作し、現場近くのヤードで接合して主桁として架
設する工法や、支保工上でプレキャス トブロ ンケ三任べてヴレ ストレスで一体
化する工法 33 )なども採られている 。











































































図 -2. 4.5スパンバイスパン (ノ¥ンガータイプ)架設要領図
( 1 ) スパンバイスパン架設










法でる 。図 -2. 4. 6 (イ)は架設機械にエレクションガーダーを使用した例を示し
ている 。 4セグメン卜 (ξ 10"'"15m)/日程度の架設日数であるから、スパン f
イスパン架設に比べれば施工速度は劣るものの、場所打ちに比べでははるかに


















































































重くなる 。 また、 トラスを構成する部材数が多くプレストレスの導入による 一
次応力が発生し、プレストレスの効率が低下する 。施工サイクルは多岐にわた
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20卜 ーを 超えるとセメントは完全に水和理論式 3)では破壊強度を大きくするには、
それ以下では未水和セメン卜し、Eと 7を大きくし潜在欠陥 αをできるだ
1.6 1.2 1.0 0.8 
W/仁
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層にはCHやエトリンガイトの粗大結晶と少量のケイ酸カルシウム水和物 (CS H) 
が分布しており、強度発現にとって好ましくない状態を呈している 。 この微細
構造部分は練り混ぜ法、混和材の使用によるポゾラン反応などによ って CSHを
生成し、組大な CHを消費させる 。 また、 一方で は、界面領域に存在する多くの
空げきが微粒子によって充填され、界面領域は徽密化し、界面の結合力が増加
される 。 この他にセメン卜ぺース卜自体の接着性の改善にポリマー結合材で代
替するものや 、反応性をも っクリンカー骨材を用いる試みなども行われている 内




高い良品質の硬質骨材を選択する 。 さらに、粒度分布は最大寸法 10mm以下で取
密充填状態とする 。 この他、結合材のタフネスの改善に骨材の一部を各種の短
繊維で代替することもある 。 。




























や2CaO・Si02( iビーライト 」 また
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材令
制御は、その化学組成や鉱物組成の選定に 図一3.2. 9養生方法と強度発現性 t}~
よって 可能となる 。図-3.2.8に示すようにCaO-A1203-S03系混和材で、 CaOに富
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ント硬化体の強度と材令の関係を概念各養生方法によるセメ図 -3. 2. 1は、30 







































4 リート強度10 0 0 kgf / cr以上のコンクン卜比18%程度で、トの水セメコンクリー
。





硬質の骨材を使用すれば20 0 kgf / cr以上の高強度をまた、が容易に得られる 。










































伸びが大きいがそれ以上になるが 300~500kg/ m3で、圧縮強度はセメントこのことからの水和発熱、に依存する 。は第 2ピークと呼ばれるものでありしS






















































コンクリーされている 。セメント二次製品の工期短縮と結びつき広く利用 I5) 
E 、，



















4.0 2.0 900 
セメント電 (kg/ m3) 
図-3.2. 15圧縮強度とりント量の関係





W/仁 s/ a alr 
(%) (%)(%) 
No， I 334 31 1 ~ 












020 = 914仁/v + 32 
r = 0.95 Si-O S iと結合している02-COH)ー となり、るいはシリケー卜表面に水がつくと
1100 
;:-1000 
S !ITlq = 904c / v + 10 

















図-3. 2. 17 過熱蒸気では脱水作用の原因となる 。また、する 。
71 70 
3)セメント空隙比と圧縮強度 I7) 
強度の実験式が図 -3. 2. 17の図中にセメント 空隙比説で提案されている 。
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200 400 600 800 1000 
圧縮強度 (kgfl仁m2)
図 -3. 2. 22曲げ強度と圧縮強度の
関係(セメント協会)
o オートク レ ーブrt~
ノド中j1;~主
的 0_8ト 0・¥ ・o 0 
..u 
.l..¥ 
507ト・ 00・ 。強度が 30 0 ~1 0 0 0 k gf /crfでは、
曲げ強度は圧縮強度の約1/10(
図-3. 2. 22)とほぼ一定である 。
500 
8 10 12 14 16 18 
破砕1直(%)
3)疲労強度 I6) 2 1 ) 







? ?? ?? ????
? 」
(2) その他の強度
1 )引張強度 I9 ) 





オートク レー ブ喪主1800( 0) 
図 -3. 2. 23に示すように、圧
縮疲労強度は養生によ ってほと
んど変わらないことがわかる 。
図 -3. 2. 24はオートクレーブ
養生による高強度コンクリー卜
と圧縮強度23 0 '"-' 4 8 0 k gf / cnf程度
1000 ---
900 
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c = 700kg I m) 
σc :; 847kgf I cml 
、，?












































圧縮強度が50 0 k g f/ crfのコン
?????最大付着強度は
1 0 0 0 k g f/ cr付近での付











圧縮強度 (kgfI cm7) 圧 縮疲労強度に及ぼす試験る図-3.2.25 3.2.26)。







これに(表-3. 2. 2)。高強度用減水剤を用いることにより初期強度は増 大する
5.0 
ヤング係数 I6) (2) 使用時材令 4-28日においても添加率 1%のときか ピークであり、よる と、
ヤング係数は圧縮強度の大きいほど大き特に材令 l日で は3710と大きい値を示している 。に比べ約10%増加しているか、
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‘71 l!'j |空気量混入 :;1*りン}比 !
(%) . I ，_ I ( ~~) 
o ~O 1 1. 35 
表-3.2.2 
比重 (g/ai)






















静弾性係数と圧縮図-3.2.28 ポアソン比 1)(3) 最高強度を最高強度に至るまでほぼ直線的であり、トは、高強度コンクリー
強度の関係ポアソン比は応力の大きさにかかわらず図-3.2.27で示すように脆性的すなわち、超えると急激に強度が低下する 2:n。










やがてボンドクラックとモクラックを結ぶようにモルタルクラックが生じる 。リープ 2! ) 乾燥収縮およびク(4) 
複合クラックと呼ばれる非常に不安定な破壊クラッルタルクラックは連結し、トクレーオーさし、。乾燥を開始した時点の圧縮強度の高いほど乾燥収縮が IJ 
図-3. 2. 34は圧図 -3.2.33は圧縮強度と複合ひびわれの本数、クが発生する 。乾燥収縮は水中養生を行う場合に比べ1/2程度に小さくなる(図 -3. ブの場合、
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1 2 3 4 5 6 
裡合クラックの総延長 (in)
2 4 6 8 10 
複合クラックの本数
複合クうけの総延長と図 -3.2.34 複合7.;1の数と圧縮強度図-3. 2. 33 
圧縮強度
現場施工上の課題3. 2. 4 
はじめに
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、』よごて自:::， :;， :i ~~~i; 
011 ト
200 400 600 800 (kgf I cm2) 
艶荷時のコンクリー卜またはモルタルの圧縮強度 O(































































































































































































































































































配 ~ コ f'c(28) σc t 0 f'c t 0 。c
条件番号
番 τ7 Olpa) f'c (28) (days) (Mpa) C-c t 0 
101 0.420  4 70 0.527 9 
0.00 
0.4 O. 48 I 
2 100 4 83 
O. 0 O. 00 
0.33 O. 46 
3 2 96 70 
0.00 O. 00 
0.36 8 0.49 7 
4 2 90 O. 1 5 68 O. 27 
0.00 O. 00 
O. 5 O. 50 
5 3 42 37 43 
O. 0 0.00 
O. 5 0.68 
6 3 32 23 
O. 0 O. 00 
Cc(28) : 28日圧縮強度。.c 持続応力 t 0 : i較荷開始材令f'c t 0 i較荷開始時の圧縮強度
82 83 
表 -3.3.2 コンクリー卜の配合
目標強度 Ms SI Air W/C s/a 単位量 (kg/m3) 
配合番号
(MPa) (mm) (cm) (%) (%) (%) W C S G HWRA 
100 24 36 165 700 599 1005 16. 1 
2 90 15 7土2 1.5 25 37 165 650 590 1016 11. 1 I 












































一画面 ・亘 量旦圏直面画面 ~ 
図中の曲線はCEB




( kgf / crf) 除荷試験における各材令のひずみ
条件:l:号 2 3 4 
試験ff u l. day 1.111 1.177 1.+ 15 1.198 1.11 1.136 1.133 1.14 
乾妓収縮1)(.みし.μ 。200 300 。200 363 。 IG 129 。240 358 
トー 一一一一一
除、何I可全1)(み E ‘・ μ 1266 . 2G34 3000 DI4 • 1863 2172 738' 1585 2216 7l7" 2300 2720 I 
残留atl， f.，.μ 100・ 1672 2071 68. 1196 170~ 63・ 868 1518 80. 1811 2234 
瞬間弾性1)(;' ε.=E ， ーし.μ 1166 962 92D 846 767 768 675 717 GD8 637 489 486 
結!ltOf;'E.= f.，-t .-E ，. 1I 。1372 1671 。D28 1273 。789 1326 。1，191 1796 
)'}-17)(I， t，-ε山ーし.μ 。1168 1434 。B-1D 1ID5 。831 131D 。1343 1645 




? ? ? ? ? ? ? ?コンクすなわち、瞬間弾性ひずみの経時変化、すモデルを構築するためには、
ト強度の経時変化を取り入れる必要がある 。 20 













。。 「寸・ 一ト二こち一 トーー-ロ
←ー+ーι 一=s
口-一-口f'c= 32MPa， σ'c = 0.50f'c， to = 4day 
←0--0 f'c二 42MPa， σ'c = 0.50f'c， to = 37day 
0・・.{) f'c = 96MPa， σ， c = 0.33f' c， to = 4day 
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図 -3. 3.5 
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4000 高強度コンクリートの若材令における強F I PのMC9029)による 予測値であるが、























(f' c = 100MPa) 
文1-3.3.9 
I I 
f'c = 96MPa 
to|=|4da|p，|f'C|(4|)|=70| MPa 






























ta = 2day 
f'( = 32MPa 
f'c=38MPa 
f' c = 96MPa 




















高強度コンクリー卜のクリープ図 -3.3.10 高強度コンクリー卜においては載荷材令が50日から 100日までは実験結果と計




fC' =90MPaの k=0. 24のものは、
89 88 
って、 k=σc/fc'(to)が大きいものほど大となっている。しかし 、 k値が小さ





























のみ終局強度理論に基づいている。コンクリー卜強度は50 0 k g f / cnt(4 9.0 M P (1 )ま
で規定されている。
②コンク リート標準示方書 設計編(以下「コ標示 J) 3 1 ) 
この示方書は土木学会から昭和61年に発行され、平成 3年に改訂されたもの
である。この示方書の以前は「鉄筋コンクリ ート標準示方書 J と「プレストレ
ストコンクリート標準示方書」が土木学会から発行されていたが、この示方
で両者が統一され、限界状態設計法がほぼ完全な形で取り入れられた。コンク
リー卜強度は、圧縮強度の特性値が 100~600kgf / crrf(9.8""""58. 8MPa)を対象とし
凶- 3. 3. 1 高強度 1 ンク・1- トの クリ ーブ (f'c -OU¥fPa) 
3.3. 5まとめ
包高強度コ ンクリート の若付令におけ る強度Jt加 (iC FB 'vfしgO式で推定できる 吋
(2)高強度コンクリートのヤ 〆グ係数 は40， 00 0 f cJ / j (k g f cm')の式が適用でき
るc




























に2次放物線 ! I 
σr二 0.85σdX_::_(z-_ :~ _ ) 
L 日 0.002¥ - O.002/ 
0.002 0.0035 一一 σc 
ひずみ h
図 -3.4.4 r道示 ilJの応力 一ひずみ曲線
一つのモデル化 として rMC90Jに示されて いるよ うに、実際の応力 一ひずみ曲線







米国コンクリート工学協会 (AC 1 )から 1984年に発行された基準で、コンクリ
ートの強度は840kgf/cnr(82. 4MPa)まで示されている 。
⑥CBE-FIPモデルコード 1990C以下 rMC90J)29)
CEBおよび FIPから 1991年 7月に出されたモデルコードの最終案で、最新の
研究成果を取り入れた限界状態設計法による基準である 。 この基準は拘束力は
持たないが、この設計概念は今後西欧諸国の設計基準に取り入れられていくも








が、 「高強度指針J(図-3. 2. 27)、 rACI363J(図 -3.4.1)、 rMC90J(図-3.4.2) に
もその特徴が記述されている 。 これらによるとコンクリー卜が高強度になるほ
ど傾きは直線的で急勾配となり 、最大応力時のひずみもやや大きくなる 。著者




? ? ? ? ? ? ? ? ?
















Uずみ (%) o .002 0 . 004 0.006 0.008 0.010εc 













































rACI363Jでは、設計基準強度が 21 0 '"- 8 4 0 k g f /cr(2O.6，._ 8 2.3 M P a )の範囲で、
下式によりヤング係数を算出してよいとしている 。 この式によれば、圧縮強度
8 4 0 k g / cr(82. 4 M P a )のコンクリー卜のヤング係数は3.8x 105kgf/cnf(3. 72x 103 
MPa)となる 。
E c= 10600 f C1/2 +0. 7X 105 
02σd 
εcd 
n [， c.r E 










f c :コンクリートの設計基準強度 (kgf/cnr)
また、 rMC 9 0 Jでは、設計基準強度12--80MPaに対して表 -3. 4.1のヤング係数
を与えている 。
表-3. 4.1ヤング係数と低減されたヤング係数 (rMC90J)
f c (MPa) 12 20 30 40 50 60 70 80 
E c(10'lMPa) 27 30. 5 33.5 36. 5 38.5 41 42. 5 44.5 
E Cs (103MPa) 23 26 28.5 31 33 34.5 36. 5 38 
3.4.3ヤング係数
「コ標示 Jおよび 「道示ilJでは、それぞれ昭和63年、平成 2年の改訂の際に、
コンクリー卜のヤング係数が全面的に改められている 。 これは全国調査の結果、
近年の良質な骨材不足などによりヤング係数が10%程度低下していることが判
明したため、実情に合わせて変更したものである 。コ ンクリート強度とし 「ゴ
標示」では60 0 k g f / cr(58. 8 M P a )まで、「道示 ilJでは 500kgf/cnr(49. OMPa)まで規
定している 。
高強度コンクリー卜のヤング係数について記述している技術基準は 「高強度
指針 J' rACI363Jおよび rMC90Jである 。 「高強度指針」では、コンクリートの強度
に比例してヤング係数が大きくならないことを理由に、圧縮強度600kgf/cr(58 
. 8MP a)以上80 0 kg f/ crf(7 8. 5 M P a)までのコンク リー卜に対してヤング係数を一定
としており、その値は当時設計基準強度60 0 k g f /cr(58. 8 M Pa )のコンクリートの
ヤング係数4.5x 105kgf/cnr (4.41 x 103MPa)を採用している 。 このほか最近のも
ここで、低減されたヤング係数は、構造解析(弾性解析〉を行う場合のヤン
グ係数で、初期の塑性ひずみを考慮して低減したものである。この値は、 「コ
標示J、 「道示 直」での規定値とよく一致している 。 また、 28日強度がわかって
いるコンクリートに対しては、下式によりヤング係数を求めてよいとされてい
る。 これによると 100MPaの強度のコンクリートで低減されたヤング係数 Ec sは
3. 9 x 1 0 :l M P aとなる 。
E c= 104 (f cm) 1/:1 
Ecs=0.85Ec 
ここに E c :コンクリートのヤング係数 (MPa)
E c s 低減されたコンクリー卜のヤング係数 (MPa)
f c m コンクリートの28日強度 (MPa) 
この他に既知の強度からコンクリートのヤング係数を与える式がある 。
E c=40， OOO(f' c) 1/3 (kgf/cnf) 
ここに f' c :コンクリー卜の圧縮強度 (kg f /Cr) 
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クリープ ・乾燥収縮3. 4. 5 
1800 







Ck 9 ( /C rn2 ) l 
a-.1Po) _1 
CY/?4)2 
x cY /2. dl 
[E=JOo ommIC/10ω1，;3 









(2.1. 1) E = _!_三 ω
_ m 
















持続荷重を載1苛するときのコンク 1) 4-7 14 28 90 365 ートの材令 (日)
早強ボルト用ランド 2.6 2.3 2，0 1， 7 1.2 セメ ント使
クリープ係数












































































ポアソン上t図 -3. 4.7 
圧縮強度が560
















書類をみれば限界状態設計法の導入は世界的な趨勢で、 AASHTO (米国)3 9 )、 BS
5400(英国)~ 0 )、 SIA162(スイス)4 I )などで限界状態設計法が取り入れられてい
る。 しかしながら、 「道示直 」では許容応力度法の考え方が残されており、国内
の道路橋の設計が「道示直 Jにしばられることを考えれば、その許容応力につい
て考察しておく必要がある 。
。o = ORHs(fcm)s(to) 
ここで R H 
100 
ゆRH= 1 + 















設計基準強度 σckが40 0 k g f/ crf(3 9. 2 M P a )の場合の設計つり合い鋼材比 ρbが
終局つりあい鋼材比 ρu に対して持つ余硲を、高強度コンクリー卜の場合に持
つように、部材のじん性について配慮してコンクリー卜の許容曲げ圧縮応力度
を算定する 。すなわち、 ρbと ρuの比率 α(=ρu/ρb)がほぼ一定となるように
許容値を決定している。























とよく一致している 。 また、応力比 (k) が小さい場合も同様に実験値と比較的
一致している。
本研究で提案した構造で使用される高強度コンクリートの持続荷重に対する
応力比 (k)が O.20"'-' O. 25であることを考えれば、設計で用いるクリープ係数は
fMC90Jに示された基本クリープ係数を用いるのがよい。一般に、クリープと乾
燥収縮が有効プレストレスに与える影響は 10"-'20%程度であり、クリープと乾
- 98 - - 99 -
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表-3. 4. 2プレストレストコンクリー卜の許容圧縮応力度
一ーーーーーーー← 600 800 適 用 範囲
プシ 曲1 長 方
形び 断 面 230 260 レン 圧 T 形 お よ 箱 J'f~ 断 面 220 250 トグ 車出 [1 tf の ぐ つ 角 部 240 270 縮
レ直
ツ後 草山 圧 縮 170 180 
使 長 方お 形び 形断 面 100 220 
用 T 形軸 よ 箱 断 面 180 210 一 曲 げ の つ 角 部 200 2.30 状
宵芭






のみであり、そこでは pc構造に対して圧縮強度80 0 k g f / crf(78. 4 M P a )で記述さ
れている(表 -3.4. 3)。
表 -3.4.3プレストレストコンクリー卜部材の許容曲げ引張応力度
圧縮強度1.OOOkgf/Crf (98. 1MPa)のコンクリートについて、 『高強度指針 Jに示
された800k g f / crfの場合の αと同じになる許容値を試算すると σca =< 2 7 5 k g f/ cof
(27.0MPa)となる。
許容値 210 11 275 11 
二江干一一三竺±土T) 600 800 
種 21 24 
プレストレッシング直後 E 種 28 32 
E 種 28 32 
種 。 。
氷 久 荷 重 作 用 日寺 E 種 。
E きびしい環境 14 16 
種 普通の環境 28 32 
種 。 。
使 用 状 態 E 種 35 40 
E 種









注)鋼材応力 σpy =.1 6， 2 7 5 k g f /cr、 σpa = 1 0， 5 0 0 k g f /crf、















圧縮強度80 O，_ 1， 0 0 0 k gf /crf ( 7 8.5 "-'9 8.1 M P a )のコンクリートの許容曲げ引張
応力度を算定するのは難しいが 、例え ば 「コ標示」で示されている曲げ強度や引
張強度のように、許容値が (fC)2/3に比例すると仮定すると、上記の表から E
種の使用状態における1.OOOkgf /cnf (98.1 Pa)のコンクリートの許容曲げ引張応














J PC :ブレストコンクソー ト(注) ~ LRC 鋲筋コンクソー ト
0 
100 200 300 400 500 600 700 800 
コンクリー トの設計基準強度σck (k g/ c m勺
図 -3. 4. 9各基準での許容圧縮応力度(r高強度指針 J) 
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「高強度指針」に示された圧縮強度800k g f / crf(78. 4 MP a)の許容値(
圧縮強度1.0 0 0 k g f /crf(9 8.1 M P a )のコンクリートの E種のせん
仮定すると、
表 -3.4.4)から、
となる 。断による許容応力度は37 k g f /cr(3 6. 2 M P a ) 
卜部材の許容斜引張応力度
瓦瓦「」竺竺三土2) 600 800 
せ ん 断 よ る 応 力 11 12 
種 せん断とね じり による応力 1 7 19 
E せ ん 断 よ る 応 力 28 32 
種 せん断とねじ り による応力 35 40 
卜コンクリートレスプレス表-3.4.4 
(10.印…文献 (89)の破療関のぜん斬即渡(健加担障り〉
I • E日... JI JI (偲方怠おあり〉
(注〉イ&印..， /J 斜めumm駐筒のゼ順応鳩〔航翻筋り〉









適 用 範 囲
斜引張鉄筋の計算を はりの場合 6 
しない場合 τ.1 スラプの場合 12 注〉
斜引張鉄筋の計算を せん断力のみの場合 27 







700 600 500 400 
卜の許容せん断応力度を表「高強度指針」の参考資料に示されてたコンクリー
圧縮強度 (kg/cm 2) 
図より設計基準強度の増加につれて許容せん断応力度も若干増-3.4.5に示す。
コンクリー卜の許容せん断応力度(r高強度指針 J) 苅 -3. 4. 11 卜のせん断強度につい100MPaクラスの高強度コンクリーしかし、加している 。
明解になるまでは「道示直 Jに示されれた圧縮強度
の許容値 τa1 = 6. 5 k g f / crf(0. 6 4 M P a )を使用する 。
ては十分検討されておらず、







































( d )高強度コンクリー卜のヤング係数は、 rMC90
Jの低減されたヤング係数、
または Ec = 4 0， 0 0 0 ['c J / 3 (k g f / cnf)の式を用いればよい。
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P C 3径関連続スラブトラス橋と PC 3径間連続合成トラス橋
:一等橋
3タイプ [130m、195m、260mJ 
3タイプ [40+50+40、60十75+ 60、80+ 100十80J(m) 
41) Suhwaizerisher Ingenieur und Architekten-Verein 
bauten 1984 
SIA 162. 8eton-
総幅員 : 10. Om (有効幅員:9. Om) 
架設方法:押出し架設工法
②設計荷重
活荷重 : T L -2 0 
衝撃係数:10/ (25 + L) 

































側径間 Ll 中央径間 L2 
16 x 2.5二 40m 20 x 2.5= 50m 
24 x 2.5= 60m 30 x 2.5= 75m 
32x 2.5= 80m 40 x 2.5=100m 
コンクリートの許容応力度
単位:kgf/cm2(x 9. 8x 10-2MPa) 
壬aハ又A 計 基 準 強 度 1000 400 
曲げ圧縮応力度 設計荷重作用時 275 140 
ーー -ー'
曲げ引張応力度 設計荷重作用時 。 。







検討 タイプ スラブ トラス構造 合成卜ラス構造
支 間 L (m) 50 75 100 50 75 100 
構 同Eコ] H (m) 3. 3 5. 0 6. 7 3. 3 5. 0 6.7 
床版厚 上床版 20 20 20 27 27 27 
t (cm) 下床版 20 20 20(30) 27 27 27(35) 
断面積 上床版 2.24 2.40 2. 60 3. 03 3. 18 3. 40 
A ( m2 ) 下床版 1. 44 1. 60 1. 80 1. 95 2. 10 2.32 
卜ラス 標準部 30 x 30 40 x 40 45 x 50 40 x 55 50 x 60 60 x 70 
T 





プレストレ ッシング直後 8，070 



























スラブトラス構造では f' ck = 1 0 0 0 k g f / cnr(98. 0 M P a )の高強度コンクリートを
使用する。合成トラス構造は現場施工から f' ck=400kgf/cnr (39. 2MPa)の普通コ
ンクリートを使用する。
コンクリートの弾性係数は、 f'C k=lOOOkgf/cnrに対して Ec = 3. 9 x 1 0 5 t(g f /cnf
( 3.82 x 103MPa)、f'c k = 4 0 0 k g f /cnrに対して EC = 3. 1 x 1 0 5 k g f / cnr( 3.0 4 x 1 0 3




























































L 12 L 1/2 
安官





















CXIO-1m) O. 669 。































50 75 100 50 75 100 
-490 -850 -1350 -640 一150 -1970 
-150 -210 -280 一150 -210 -280 
-260 -320 -400 -260 -320 -390 
-900 -1380 -2030 -1050 -1680 -2640 
-720 ー1350 -2230 -980 -1860 -3300 
-220 -340 -460 -230 -340 460 
-250 -340 -440 -250 -350 -450 
-1190 -2030 -3130 -1460 -2550 -4210 
-490 -840 -1350 -630 -1130 -1940 
-150 -210 -280 -150 -210 -280 
-290 -360 -420 -290 -360 -420 
-930 一1410 -2050 -1070 -1700 -2640 
一一
-90 -150 -240 -120 -220 -360 
-30 -40 -50 -30 -40 -50 
-30 -40 -50 -30 -30 -40 






高強度 コ ンクリートの利用と プ レスト レスによる 二次軸力の減少により、部
材寸法が大幅に縮小することにより 自重によ る断面力が減少した。合成ト ラス
構造と比べて支点上で18'"'-'26%、支問中央で20'"'-'2%と支聞の長大化につれて











対し て配 置 した PC鋼棒 (SBPR930/1180)ゆ32mmの主要断面における本数を表 -
4. 3. 2に示す。
表 -4.3.2 主要断面の PC鋼棒配置本数
検討タイプ スラブトラス構造 合成トラス構造
支 間 (m) 50 75 100 50 75 100 
上 24 (10) 42(18) 60(26) (14) (24) ( 38) 
側径間
下 18 28 42 26 40 62 
床
上 24 42 64 22 42 70 
支点上
下 16 (6) 28(12) 44(18) (16) (22 ) 
(32) 
版
上 24 (10) 42(18) 60(26) (14) (24) 
(38) 
中央径間
下 20 30 42 32 48 70 
卜 フ ス 4 (2) 6 (4) 8(4) 4(2) 
6(4) 10(6) 








て必要なプレストレス量、すなわち PC鋼材本数を算定する 。 この場合、 それ
ぞれの床版に相対して下床版または上床版に、同一ひずみとなるような PC鋼






























56 60 : 
38 42 : 








の摩擦係数 μ=1.07)して必要な本数を算定する 。 この場合には架設時に必要な
本数を配置する 。
以上のような PC鋼材の配置方法では、圧縮部材にはプレストレスによる導











P Cトラス構造では、プレストレスによって二次応力が発生する 。 スラブト
ラス構造では、架設時と完成時の構造系の違いからコンクリートのクリープに
よってプレストレス量が変化する 。 プレストレスによって生じる 2次軸力を表










支 問 (m) 50 75 100 
側径問 導入時 。 。 。
下床版 終了時 -2 -4 
支点上 導入時 。 。 。
上床版 終了時 3 8 -4 
中央径間 導入時 。 。 。




終了時 -3 2 -4 
4. 3. 4合成応力度
単位:t f (x 9. 8kN) 
合成トラス構造
50 75 100 
-252 -305 -413 
-202 -244 -330 
583 735 1018 
466 588 814 
-613 -760 -1045 
-490 -608 -836 









表 4. 3. 4スラブトラス構造(支間50m)
設計断面 個IJ 径 問
上床版・下床版 上床版 下床版
作用軸力 N t f 890 -900 
鋼材本数 n 本 24 18 
プレストレスP1 t f 1200 900 
二次軸力 P 2 t f 。 。
軸力合計N十Pt+P2 tf 2090 。
施工時軸力 N
， 
t f 500 
施工時 N 十Pt t f 1400 
床版断面積 A m 2 2. 24 1. 44 
圧縮応力度 tf/m2 930 970 













tf/m2 C x 9.8 x 10-3MPa) 
占 中央径間
下床版 上床版 下床版
1170 920 -930 
16 24 20 
800 1200 1000 。 。 。
1970 2120 70 
500 
一 1500 
1. 44 2. 24 1. 44 
1370 950 1040 
2750 2750 3440 
表 -4. 3. 5合成トラス構造(支間50m)
設計断面 但IJ 径 間
上床版・下床版 上床版 下床版
作用軸力 N t f 1040 一1050
鋼材本数 n 本 14 26 
プレストレス PI t f 700 1300 
二次軸 力 P 2 t f 200 -200 
軸力合計N+P1十P2 t f 1940 50 
施工時軸力 N t f 660 
施工時 N 十P1 t f 1760 
床版断面積 A m2 3. 03 1. 95 
圧縮応力度 tf/m2 640 900 














tf/m2 (x 9. 8x 10-lMPa) 
占 中央径間
下床版 上床版 下床版
1440 1050 -1070 
16 14 32 
800 700 1600 
-500 490 -490 
1740 2240 40 
660 
1770 
1. 95 3.03 1. 95 
890 740 910 
1400 1400 1750 
スラ ブ トラス構造 (支間100m)
tf(X9.8kN) 
tf/m2(x 9. 8x 10-3MPa) 
設計断面 個1 径 問 支 占 中央径間
上床版・下床版 上床版 下床版 上床版 下床版 上床版 下床版
作用軸力 N tf 2030 -2030 -3130 3110 2040 -2050 
鋼材本数 n 本 60 42 64 44 60 42 
プレストレス P1 t f 3000 2100 3200 2200 3000 2100 
二次軸力 P 2 t f 。 。 。 。 。 。
軸力合計N+P1十P2 t f 5030 70 70 5310 5040 50 
施工時軸力 N
， 
t f 1250 640 1250 一
施工時 N +P1 t f 3350 3840 3350 
床版断面積 A m2 2. 60 1. 80 2.60 1. 80 2. 60 1. 80 
圧縮応力度 tf/m2 1930 1860 1480 (2950) 1940 1860 
許容応力度 tf/m2 2750 3440 3440 2750 2750 3440 
表 -4.3.8 スラブ卜ラス構造(支間75m)
設計断面 但IJ 径 間 支 占 中央径問
上床版・下床版 上床版 下床版 上床版 下床版 上床版 下床版
作用軸力 N tf 1370 -1380 -2030 2010 1400 -1410 
鋼材本数 n 本 42 28 42 28 42 30 
プレストレス P1 t f 2100 1400 2100 1400 2100 1500 
二次軸力 P 2 t f 。 。 10 一10 10 -10 
軸力合計N+P1+P2 tf 3470 20 80 3400 3510 80 
施工時軸力 N ' t f 一 820 390 一 一 820 
施工時 N +P1 tf 一 2220 2490 一 一 2320 
床版断面積 A m2 2.40 1. 60 2.40 1. 60 2. 40 1. 60 
圧縮応力度 tf/m2 1450 1390 1040 2130 1460 1450 
























合成トラ ス構造 (支問 75m)表-4.3.7 tf(X9.8kN) 
tf/m2 (x 9. 8x 10-3MPa) 
設計断面 但リ 径 間 支 占 中央径間
上床版・下床版 上床版 下床版 上床版 下床版 上床版 下床版
作用軸力 N t f 2640 -2640 -4210 4160 2630 -2640 
鋼材本数 n 本 38 62 70 32 38 70 
プ レストレス P，t f 1900 3100 3500 1600 1900 3500 
二次軸力 P 2 t f 330 -330 810 -840 830 一840
軸力合計N+P1十P2 t f 4870 130 100 4920 5360 20 
施工時軸力 N t f 1810 1260 1810 
施工時 N +p， t f 4580 5570 4470 
床版断面積A m2 3.40 2. 32 3.40 2. 32 3. 40 2. 32 
圧縮応力度 tf/m2 (1430) (1970) 1640 (2120) (1580) (1930) 






設計断面 但IJ 径 間 支 占 中央径間
上床版・下床版 上床版 下床版 上床版 下床版 上床版 下床版
作用軸力 N t f 1680 -1680 -2550 2520 1690 一1700
鋼材本数 n 本 24 40 42 22 24 48 
プレストレス p，t f 1200 2000 2100 1100 1200 2400 
二次軸力 P 2 t f 240 -240 590 -610 610 -610 
軸力合計N+P，+P2 tf 3120 80 140 3010 3500 90 
施工時軸力 N ' t f 一 1110 740 一 一 1110 
施工時 N +PJ t f 一 2870 3430 一 ー 2900 
床版断面積 A m2 3. 18 2. 10 3. 18 2. 10 3. 18 2. 10 
圧縮応力度 tf/m2 980 1370 1080 (1430) 1100 1380 
一許容応力度 tf/m2 1400 1750 1750 1400 1400 1 7~) 0 
t f (x 9. 8kN) 










使用コンクリート量を橋面積当たりの 平均部材厚(rr / m2)で表わす。 スラ
ブトラスと合成卜ラスの平均部材厚の算出を表 -4.3.12に示す。
表 -4. 3. 12 コンクリート量と平均部材厚
tfCX9.8kN) 
tf/m2 (x 9.8x 10-3MPa) 検討タイプ スフブトフス構造 合成トフス構造
支 間 (m) 50 75 100 50 75 100 
1m当たり
上床版 2.739 2.880 3.061 3. 350 3. 572 3.917 
下床版 1. 939 2. 080 2.261 2. 270 2.492 2. 837 
断面積 卜フス O. 562 1. 363 2.474 1. 374 2. 556 4.617 (m 2) 
よ仁kコ 計 5. 240 6. 323 7.796 6.994 8.610 11.371 
橋 長 L (rn) 130 195 260 130 195 260 
コンクリ 主 村7 681 1233 2027 909 1681 2956 
ート体積 横 村? 80 120 160 80 120 160 
V (m3) 企EK3 五十 761 1353 2187 989 1901 3116 
析7 中高 (m) 10. 0 10.0 10. 0 10.0 10. 0 10.0 
橋面積 LxB(m2) 1300 1950 2600 1300 1950 2600 
部材厚V/LXB(m) O. 58 O. 69 0.84 O. 76 0.92 1. 20 
支 間 50m 75m loomJ 
トラス構造 スラブ 企仁』3 成 スラブ よ仁』3 成 スラブ合
完成時軸力 N t f -150 -180 -230 290 -340 -450 
鋼材本数 n 本 4 4 6 6 8 10 
プレストレス P t f 200 200 300 300 400 500 
施工時最大軸力Nt f 123 145 189 229 289 373 
施工時合計P+N t f 323 345 489 529 689 873 
I司Eコ さ 300 400 400 500 450 600 
断面寸法
mm 350 550 400 700 500 900 
施工時応力度 tf/m2 3030 1570 3060 1510 3060 1620 
許容応力度 tf/m2 3440 1750 3440 1750 3440 1750 
一
ヌJ 4. 3. 5にスラブトラスと合成トラスの値と、施工実績から算出した非合成







図 4.3.5平均部材厚 日)1 0 ) 
トラスおよび pc箱桁(片持ち張出し架設と押出し架設)との比較を示す。
スラブトラス構造は他のどの構造よりも平均部材厚が小さく、合成トラス構
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品井一一一一一 O. 69 
一 ーー-ーーー ー・・・ー ーー ー ・ーー， 一一ーーー -- --_.-ーー一 一一 一
tf(X9.8kN) 
tf/m2 (x 9. 8x 10-3MPa) 
支 間 50m 75m 100m 
トラス構造 スラブ メに』コ、 成 スラブ よE3』. 成 スラブ メ口入 成
施工時軸力 N t f -74 -87 一114 -138 -173 -224 
鋼材本数 n 本 2 2 4 4 4 6 
プレストレス P t f 100 100 200 200 200 300 
完成時最大軸力Nt f 90 180 200 200 250 280 
完成時合計P+N t f 190 280 400 400 450 580 
同E31 さ 300 400 400 500 450 600 
断面寸法
mm 300 550 400 600 500 700 
完成時応力度 tf/m2 2110 1270 2500 1330 2000 1380 










っ ? - 125 一
図面お4.4 p C鋼材量
スラ ブト ラス構造と合成ト ラス 構造の使用 PC鋼材量の内訳を 表 -4.3.13に
(2) 
示す。
表 -4. 3. 13使用 PC鋼材量
検討タイプ スラブトラス構造 合成トラス構造
支 問 (m) 50 75 100 50 75 100 
床 版 28 68 125 34 82 169 
トラス 12 33 79 13 45 115 
接合部 5 8 1 。 。 。





























































































側面図 s・1: S 0 0 
桁長 196000
75000 60000 
? ? ? 。 。 。
?
⑪ 平面図 S=l:SOO ⑤ 
















4. 4. 1 スラブトラス構造図
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780 13x150=1950 13x150=1950 780 




4. 4. 2 p c鋼材配置図







(一一一一一一 )x2.0+0おx3.0+0.1 xO. 3=1. 330 
2 
② O. 6xO. 3 =0.180 
③ 0.3X2.3 =0.69 
2.2∞rl 
下床版部付
④ O. 2X2. 3+0.おxO.1 =0.495 
⑤ O. 6xO. 35 =0.180 
⑥ 0.15X2.3 =0.345 
1. 020rl 
下トラス部材
① 0.6xO.475 =0.285 
~ O.ωxO.15X1/2 =0.007 
二一一一一一一一① ③ 0.08 xO. 14 x 1/2 =0.006 
0.298rrl 
④ 0.4 xO. 3 =0.120 
0.120 
⑤1. 6XO. 4 =0.640 
@ O.凶XO.ll =0.010 
0.650rrl 
コンクリート重量(セグメント 1個当り)
セグメント分割別 コンクリート体積 (rf) 重量(tf) 
上床版標準部材 (①+②1) x2x1.お =3，775 9.4 
上床版接合部材 ①x2x1.25+①x 2 x 1.0 =4， 705 11. 8 
③小 計 8，480 21. 2 
下床版標準部材 (④+⑤) x2x1.お =1. 763 4.4 
下床版接合部材 ④x 2 x1.お+⑥x2 x 1. 0 = 1.928 4.8 
@小 計 3，690 9. 2 
⑪ トラス部材 [ (①+②+③) xO. 5+④xO. 45+ (⑤+⑤) x O.4 x 4 = 1.852 4.6 


























4) 押出し架設工法による PC箱げた橋の設計施工要領， (社) p c建協，昭和
55年9月
5) P C道路橋計画マニュアル， (社) P C建協，平成元年1月
6)峰 好武 ・石原孜朗: PC トラス橋の施工，プレストレストコンクリート，
Vo 1. 22， No.3， pp.53----65， June.， 1980 




トレストコンクリート， Vo1.18， No.2， p，2'"-'15， Apr.， 1976 
9)則武邦具 ・島 弘・河野 清:高強度コンクリートを有効利用して PC橋
を軽量化する新構造の提案，土木学会論文集. No.490/V-23， May， 1994 
(掲載予定〉
10) Nor i take， K. • Sh i ma. H.・Kumagai，S. • Sasaki， K.:A Study of Structures 
with Prestressed Concrete Slabs and Truss Memberes， Using High-
Strength Concrete， FIP Symposium '93， Kyoto. Japan， pp.319'""-'326， 
Oct. 1993 
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5. 2試験概要全体模型試験第 5章
5. 2. 1供試体




































































































強度は fc ' 二41.OMPa、設計引張強度は fl d =-3. 3MPaとして算定した。 この応力状
態を図 -5.3.2に示す。
テストピース No. 1 NO.2 NO.3 NO.4 
(打設日) (8月24日) (8月31日) (9月 5日) (9月12日)
72. 8 68. 5 73.9 70.2 
7 2 72. 8 75. 4 68.9 69.7 
材 日
平均 72. 8 7l. 9 7l. 3 70.0 
85. 7 85. 2 84. 1 86. 5 
ρ7コ、 28 2 82. 1 82. 6 86.3 82. 9 
日
平均 83. 9 83. 9 85. 2 84. 7 
?
? ?
? ? 「 。? ?
?
(MP a) 1 接合部 SBPRI080/1230 ゆ13mm n= 2本配置(一斜材ー カ所当り)
fc' =41.0 ~ 軸方向圧縮強度















レス力 Pr = 13 tである 。作用させ
る荷重はトラス部材端に圧縮力 P







導入プレストレスf' cp= 13.1 
0 -d f c' fl c Pプレストレス








P = 294kN P = 294kN 








上床版 (4-5) N = 1004kN 下床版 (12-13) N --791k 




床版 SBPR1080/1230 ゆ13mm n=10本配置






聞の摩擦係数 μは、エポキシ樹脂接着の場合一般に μ=1. 0程度を期待できる 8) 
が、ここでは安全率を2.0として、 μ ニ 0.5で設計した。 さらに、接合部付近の
???
??? ??
応力状態を解明するために、図 -5. 3. 6に示すような接合部のトラス部材(号|張
材、圧縮材)と床版部材を取りだした解析モデルで三次元FEM解析を行い、これ
らの解析結果から接合部 PC鋼棒の緊張力および局部的な部材の補強を行った。
全体の変形状態を図 -5.3.7に示す。 また、図 -5.3.8に床版の平面断面、図 -
5.3.9に床版横梁部の鉛直断面、図 5.3. 10にトラス部材接合部の主応力図を
示す。




宇ー 1--色一 1 ~ 
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写真 -5. 3. 2 (標準部)の型枠、配筋、シース配置
写真一5.3. 3モルタル打設、表面仕上げ
写真一5.3. 5床版ブロックの組立て




























る(図 -5. 4. 1)。
②下床版格点変位
左右のトラスと下床版の格点部下に設置した変位計(ダイヤルゲージ)で計
測する(図 -5. 4. 2)。
③トラス部材のコンクリートひずみ
引張、圧縮卜ラス材のコンクリー卜表面のひずみ計で計測する 。
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ひずみ μ 
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(トラスヲ|張材 コンクリートNo.1 1 ) 
ひずみ μ 
(トラス引張材 コンクリート ~o. 1 1・)
400 0 100 200 
図 5. 5. 7引張トラス部材(反載荷側)の荷重 一モルタルひずみ関係
300 400 500 600 700 
ひずみ μ 







最大引張トラス部材のコンクリートひずみ(図 -5.5.6)は、載荷荷重 0--400 




。 100 200 
ひずみ μ 






300 -1000 1000 2000 3000 4000 5000 6000 
ヨずみ μ 

















200 400 600 
ひずみ μ 
















500 600 700 -100 
ひずみ μ 




100 200 300 400 500 
ひずみ μ 

















-150 -100 -200 
ひずみ μ 
荷重一ひずみ関係(トラス交点 ぬ 2-4) 
iO 700 
-~Oõ -100 。 自250 -200 -150 -100 -50 0 
ひずみ μ 
荷重一ひずみ関係(トラス交点 No. 2 -9) 
-300 -200 
ひずみ μ 
荷重一ひずみ関係(トラス交点 No. 2 -6 )
図-5.5.11 トラス交点部荷重 一ひずみ図
??「 「?
















50 100 150 200 250 
ひずみ μ 


































































析モデルは図-5. 5. 15に示すように、上下床版か版部材で、 トラスを棒部材と
している 。 また、端部横桁は版部材とする 。両側支点部は二つの支点で構造物
を支持構造とする 。















載荷荷重 P= 30t 上面
下面




















































図 -5. 5. 18下床版主応力図
2 )応力
① トラス部材の軸力の解析値は表-5.5. 1に示すようになり、実験で得られた





























































































































































卜ラス C， T， C 2 T 2 c ~ T ~ C1 
載 解析値 57.7 -49. 1 50.6 -65. 1 70.7 -41. 7 44. 6 
荷
保1] 実損IJ値 52. 9 -47.8 48.7 -52.7 63.2 -38.4 33.7 
反 解析値 42.4 一39.2 39. 3 -48. 9 46.7 -31. 8 26.3 


































1)道路橋示方書・同解説 (il コンクリート橋編)， (社)日本道路協会，平成
2年2月




一第66号. (社)土木学会，平成 3年 3月
5) F・レオンハルト， E・メニッヒ(横道英雄監訳，成井信，上阪康雄共訳)
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版社， pp.95---100， July， 1984 
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要集. V-33. PP.640---.;641.平成 4年 5月
8) プレキャストブロック橋の設計法に関する共同研究報告書(1) :建設省
土木研究所， (社)プレストレストコンクリート建設業協会， p. 27， 平成
4年3月
9) 員IJ武邦具 ・島 弘 ・河野 清:高強度コンクリー卜を有効利用して PC橋
を軽量化する新構造の提案，土木学会論文集， No.490/V-23， May， 1994 
(掲載予定)
10) Nor i take， K.. Sh ima， H.・Kumagai，S. . Sasaki， K.:A study of Structures 
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工に手間と時間を必要とする 。 したがって、せ っかくのプレキャスト工法の優
位性が損なわれ、 トラス構造の普及に大きな課題となっている 。


















を一致させたモデルとして試験を行う 。 この試験の結果を踏まえて、 トラス部
材の pc鋼材定着具や接合継目部のジベルなどの配置の状況を考慮し、 トラス










































供試体 部材軸交点 摩擦接合 せん断接合
一致 有 有
E 一致 無 有
E 下側 有 有








めひび割れが発生し、これによ って隣接する卜ラス部材は離れようとする 。 こ
のときの継目部のボルトの引張力により、ボルト聞に圧縮ストラ ッ トが形成 さ
れる 。 この圧縮ストラットによりせん断力がスムーズに伝達される 。 この接合
部の施工方法は、隣接するトラス部材が相対する継目面に、あらかじめイ ンサ








































シリーズ I、Eにおける供試体を図-6.2.4、接合部構造を図 -6. 2. 5に、全
体写真を写真-6.2. 1に示す。また、接合部での PC鋼棒の定着具(アンカープ







ー 」 ? 」
図 -6.2.5接合構造(シリーズ I、I) 
。 。 ?
図-6. 2. 4供試体(シリーズ I、I) 
レート〉の位置を下げる関係から、軸線の交点を床版部材の軸線の下側にずら










トラス部材と床版部材との接合部横締めに PC鋼棒ゆ 17mm(SBPR1080/1230) 













(kg/m3) I Ckg/m3) 


























接合部の横締め PC鋼材の導入プレストレス量は、 0.6P uに設定されるが、
接合用 PC鋼棒長が比較的短いため、コンクリートのクリープと乾燥収縮によ
って、プレストレスが消滅することが考えられる。そこで載荷試験は、横締め
プレストレスの導入量に対して、その半分が消滅した場合を想定したO.3 P u ( 



































図 -6.2.8測定位置 図 -6.2.9ひびわれ性状(シリーズ 1) 
176 177 
2)シリーズ I(横締め P= 0 ) 
















3)シリーズillC横締め O.3 P u)
このシリーズ Cil、IV)は、 トラス部材に配置した pC鋼棒のアンカープレー
トの位置を接合部の軸線より下側に配置することで、力の流れが無理なく行わ
れるような供試体形状としたものである 。
この試験結果を図-6. 2. 11に示す。 ひびわれの発生状況から判断できるよう
に、床版部材とトラス部材の接合部および継目部には全く異常は発生せず、設
計どおり引張部材の pC鋼棒が降伏 (LOAD=291kN)後除荷した。 しかし 、軸線交
点をずらした影響でトラス部材に曲げモーメントが作用し、圧縮部材の下面に
若干のひびわれを発生している。このように設計荷重状態で発生するひびわれ




図 -6.2.11 ひびわれ性状 (シリーズ il)
図 -6. 2. 12ひびわれ性状(シリーズIV)
4)シリーズIV(横締め P= 0 ) 
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~---ö シリーズ .1 .1 
Q---()…シリー ズ E













































ボルト本数 杓川面積比 かさ面積 打継面 補強鉄筋比 打継面角度
供試体名 ボルト径
N P(%) Abc(CUf) 形状 q(%) 。(0 ) 
T - 0 8 2. 4 。
T - 1 4 1.2 
T - 2 6 1.8 2. 19 。
T - 3 8 2. 4 
平滑
T - 4 4 1.6 
M12 。
T - 5 6 
T - 6 
T - 7 10. 39 6. 5 
8 2. 4 
T - 8 。
T - 9 凹凸 4. 3 
T -10 2. 5 。
T -11 45 




























































? ? ? ? C 
(kg / m3 ) 
750 
FX 









ずれ止めとして実験に使用したボルトは、いずれもゆ 12mm (M 12)でねじ切り
長さ 70mmのものを用いた。インサート ・ボルトの形状および寸法を図-6.3. 2に
示す。また、台形の凹凸を設けた打継面の形状および寸法を図-6.3.3に示す。
- 184 -
8 Q 5 7 




~刷~ @: 1 2 (mm) 
図 6.3.2インサート・ボルトの形状
および寸法












































コン?リート強度 (MPa) 最大せん せん断応力 r(MPa) 垂直応力。.n (MPa) 
供試体名 断荷重
初期ひ 斜めひ 最大 初期ひ 斜めひ 最大
V(kN) びわれ びわれ びわれ びわれ
T -0 83.1 5. 7 90. 2 O. 94 2. 41 2. 89 
T -1 63. 7 1. 57 2.04 
69. 0 5. 2 
T -2 85. 3 2. 26 2. 73 
T -3 74.0 4. 6 98. 0 1. 35 2. 57 3.14 
T -4 72. 5 2.31 3. 05 
73. 5 4. 7 。。。
T -5 109.8 1. 86 4. 62 
T -6 152. 9 2. 43 3. 75 4. 89 
80. 3 4. 9 
T -7 209. 7 2. 29 4. 08 6. 71 
T -8 198.0 2. 82 3. 70 6. 33 
75. 3 3. 9 
T -9 250. 9 2. 98 3.17 8. 07 
T -10 306. 0 4. 87 4. 93 9. 79 2.02 2. 04 4. 06 
83. 1 5. 7 







こで A→ B→ Cのように圧縮ストラット
(1)かさ面積による影響
かさ面積による効果として、せん断荷重とせん断ずれの関係を図 -6.3.5に、
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開き量 mm 
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せん断ずれ四
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図-6. 3. 17せん断荷重と聞き
関係図
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鉄筋比 P (%) 
6.5 






















b， C : 未知係数(v'Ecも含まれた未知係数)
未知係数b，Cは同様にしが Oであり、かさ面積が異なる供試体T-3、6の実験





Vu二 VS+Vc+α (6. 1) Vs= 1. 3NAbv'f' c十 O.098(N-l)Abcv'f' c (6. 5) 






V sはさらにスタ ッ ド(ダウエル〉的な抵抗力 VS Iとボルト聞の圧縮ストラット
の効果Vs 2とからなる
ダウエル効果による耐力Vs 1は、スタッド式 (Fisher)H)のし=0.5AbV( cvEc 
を参考にすると次式で表される 。 V c = μ(n p +σ， n) A c (6. 6) 
ここに、
V S I二 aNAbvf'c (6. 3) μ 摩擦係数 (μ =my'f'c ) 
せん断面に対するボルトの面積比 (p=NxAb/Ac) ここに p 
f' c :コンクリートの圧縮強度 CMPa)
N : 各ブロックのボルト本数 (本〉
Ab :ボルトの断面積 (cnf ) 
a 未知係数(v E cも含まれた未知係数)
Vcが Oである打継面が無処理の直面の場合において、ダウエルカのみが作用
する供試体T-Oの結果から、未知数a= 1. 3が得られる 。 また、 Vs 2はボルト間の
ストラット断面積に関係すると仮定して、ストラットの数はボルトの本数より
一本少なくなるので、次のように表せる 。
A c コンクリー卜のせん断面の断面積 (cnr ) 
m， n : 未知係数
Vc=Vuーし -α であるから、供試体T-8、10、11の実験結果からしを求めた結
果、係数はm=0.0085、n= 91と決定することができ、 Vcは次式で表される。
VS2= b(N-1)Abccvf' c C 6.4) 
V c =μ(91p +σ'n)Ac (6.7) 
(μ = O. 0085v f' c) 
また、継目部の補強鉄筋(せん断補強鉄筋比Q)の影響も考慮すると、補強鉄




A b c ボルト頭部または座金によるボルト断面積以外のかさ面積 (cnf) 
Vu =1.3NAbvf'c+O.098(N-l)Abcvf'c 


























P A. AbC q Vc‘' o • Vι・1
(Max) (Max) 計算値
(%) (CIIO (cnO (%) (MPa) (kN) (kN) (kN) 
T -0 2.4 。 83.1 0. 2 90.1 1. 0 
T -1 1.2 63.7 46.4 1. 37 
69.0 
T -2 1.8 21. 9 85. 3 70.5 1. 21 
T -3 2.4 。74.0 98.0 97.9 1. 0 
T -4 1.6 72. 5 68.5 1. 06 
73. 5 。
T -5 0.95 100.8 107.2 1. 02 
T -6 152.9 152.5 1. 0 
80.3 
T -7 2.4 10.39 6. 5 209. 7 20.9 0.95 
T - 8 。 108.0 197.9 1. 0 
75. 3 
T - 9 4.3 250. 9 243.2 1. 03 
T -10 306. 0 4. 06 306.2 0.99 。83. 1 


























o 100 200 300 400 500 600 700 
計算値 (kN) 
苅 -6. 3. 25実験値と計算値
関係図
り、 RCとすれば十分な耐力がある 。 このように、インサートとボルトを用い
る接合方法は施工の容易さに加え、十分なせん断耐力があると考えられる 。
参考文献 第7章 実構造物への適用
1) 町田富士夫・宮坂慶男ほか:岩鼻 PCトラスの設計と施工(1 )設計編，
プレストレストコンクリート， V 0 1.1 7 ，No. 3， p p.4 0 --5 5， J u n e，1 9 7 5 




5) 島 弘・河野 清・則武邦具ほか:高強度プレストレストコンクリートに
対するスタッドのせん断力一すべり関係，土木学会第42田中国四国支部究




7) 島 弘・福田英二・員1武邦具ほか:P C橋における高強度コンクリートを
有効利用する新構造形式，土木学会第44回中国四国支部研究発表会講演概，
要集， V-33， PP.640---641. May.， 1992 
8) Fisher. et al:Shear atrength of stud conneetars in light-weight and 





10)則武邦具・島 弘・河野 清:高強度コンクリートを有効利用して pc橋
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三受 一一 7. 2. 1 発足















































な三受一一 7. 2. 1 発足言交二工主去一一望室三受
名称 施 工 図
巾1
????
一般的施工条件 施工順序 卜ラスエレメン卜の組立て P C鋼棒の配置 主要架設資機材
-小規模径間 | 支保工組立て | 架台上に下スラブを数ロッ|・完成系の曲げモーメン卜に|・支保工材料
卜並べ、 PC鋼棒緊張 | 対応して配置
・桁下15m以下程度 |→エレメン卜架台の組立て ・エレメント組立て架台
・桁下利用制限がない場合 |一→中央より両サイド方向に |一→下スラブ上に支保工を組み|・接合部へのプレストレス導|・75tfトラッククレーン



























































・桁下20m以上程度 | 柱頭部製作 |・ガーダー架設と同様である|・ガーダー架設と閉じ
が、上・下スラブ、 トラス
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クレーン 2基を据える 。セグメントの運搬用と資材運搬用である 。
前者は、セグメン卜 一個の重量が約12tf(図 -4.4.1参照)であるので、 30tf

















スラブ架台 ト セグメントの |
上昇セ ッ ト l' 1 "1 運搬 | 
↓|↓ 









































































ラス構造本体とは PC鋼棒で緊結する 。手延べ桁の長さは、 一般に最大支問60
%程度とするので、 23m(ξ37.5XO.6)とする 。
③ トラスセグメントの仮置き ⑥上床版支保工解体





















































表 -7.4.1一般 PC箱桁橋押出 し工法の標準サイクル









6. Jン?リー ト打設 ロ
7. コンクリー ト養生
8. 緊 張 仁三
(2) 工期に関する考察
施工工期について、従来の箱桁橋の押出し施工の場合と比較する 。 表-7.4.1 
はPC建設業協会の押出し工法標準積算要領に示されている PC桁橋 (ブロ ッ
ク長 15m以下)の標準施工サイクルである 。 これを表 一7.3.1のスラブ卜ラス構
造の場合と比較すると、 lサイクル当りの日差 Aは次のようになる 。
ム=8-5=3日





いてはスラブトラス構造の場合の方が敷地占有面積を必要とする 。 また、 プ レ











一 カ月の工期短縮となる 。本構造の工期短縮面での優位性が明らかにな った。
※ P C建設業協会 押出 し工法標準積算要領 より





柱頭部製作 60 60 
基準7口-17製作 10 
プロック運搬仮設備 30 
ワーゲン組立て 9 9 
ブロ ック架設 85 28 
ワーゲン解体 6 6 
ワーゲン組立て 9 9 
ブロ ック 架設 45 28 
側径間閉合 95 45 
中央径間関合 20 20 
F仁K1 言十 319日 245 日
※ワーゲンは 2基を転用する一般的な方法とする 。















工 種 数 量 金額(千円)
コンクリート 1353 m3 40.590 
型 枠 7300 m2 36， 500 
主失 R力 | 270 t 40，500 
P C 鋼 材 109 t 136. 250 
一支 承 8ヶ 24. 000 
仮 支 柱 工 3基 15. 000 
組立て押出し工 l式 130.000 





総 工 費 576. 000 
2 単 価 |
面積 195mX10m 
















支間長 (rn ) 
図 -7.4. 1橋面積当り工費 と支間長の関係
(従来の箱桁橋の押出し架設工法)





296/310 = O. 954 
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支間長 (m)































工 法 労務費 人件費 労務費 十人件費
4辛 来E 支 {呆 工
28. 3 7.5 35.8 (全支保工)
イ
片持ち張出し工法 28. 1 8. 4 36.5 
(28.1) (5. 5) (32.0) 
押出し架設工法 25. 9 8.2 34. 1 
プレキバトセゲjント工法























A-l A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9 A-10 A-l1 A-12 A-13 
調査物件
~機械費~その他悶人件費~材料費 ~持費
「平均 1 4 3. 91 28. 31 3. 71 7. 51 
(b)片持ち張出し工法
8-1 8-3 8-5 8-7 8-9 8-1 8-13 仕15
B-2 B-4 B-6 B-8 B-10 B-12 B-14 
調査物件





















































































































































スパンの長大化につれて大きくなることから、構造的 にス パ ンの長大化につな
がり、下部構造への荷重の軽減ともなる 。 したが って、橋梁の上下部工を全体
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